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〔 〕クレーン及びデリックに関する知識

問 １ クレーンの運動に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

において、ジブがその取付け端を中（１）ジブクレーン

心にして上下に動く運動を起伏という。

（２）壁クレーンにおいて、クレーン全体が建家の壁に

設けたレールに沿って移動する運動を走行という。

ポスト形ジブクレーンにおいて、ジブがポストの（３）

いう。周りを回転する運動を旋回と

（４）天井クレーンでは、通常、走行の方向は横行の方

向に対して直角である。

（５）低床ジブクレーンにおいて、 基礎クレーン全体が

上に据え付けられたローラーパスのレールに沿って

回る運動を横行という。

問 ２ クレーンの種類・形式又は用途に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）ホイスト式天井クレーンは、クラブトロリの代わ

りに電気ホイスト等がガーダに沿って移動するコン

パクトな形式のクレーンである。

（２）橋形クレーンは、ホイスト式、クラブトロリ式、

ロープトロリ式、マントロリ式などに分類され、工

場での材料・製品の運搬、ふ頭での貨物の荷役など

に使用される。

（３）塔形ジブクレーンは、塔状の構造物の上部に起伏

するジブとクライミング装置を設けた で、クレーン

主に建設工事に使用される。

（４）高脚ジブクレーンは、門形の架構上に設けたロー

ラパスの上にジブを有する旋回体を載せた形式のク

レーンで、主にふ頭、岸壁等における荷役に使用さ

れる。

５）アンローダは、鉄鉱石などのばら物を荷役するた（

めの専用のクレーンで、橋形クレーン式と引込みク

レーン式に分けられる。

クレーンの構造部分に関し、次のうち誤っているも問 ３

のはどれか。

（１）クレーンの構造部分は、各部材の結合方法によっ

て、リベット構造と溶接構造に分けられるが、強度

の高いリベット構造が多い。

（２）ガーダは、作用する荷重に対し、十分な強度と剛

性を持つように各種の断面形状のものがある。

（３）トラスガーダは、三角形を単位とした骨組構造の

。主けたと補助けたを組み合わせたガーダである

４）ボックスガーダは、その断面のみで水平力を支え（

ることができる。

（５）天井クレーンのサドルは、ガーダを支え、走行の

ための車輪を備えた構造物である。

問 ４ クレーンのトロリ又は作動装置に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）クラブトロリ式天井クレーンの巻上装置は、トロ

リフレーム上に設けられている。

（２）走行装置は、走行レールに沿ってクレーン全体を

移動させる装置で、駆動の方法として二電動機式の

ものが多い。

（３）旋回装置は、ジブクレーンのジブなどを中心軸の

周りに回転させる装置である。

（４）引込み装置は、天井クレーンに取り付けて荷の引

込み、押し出しをする装置である。

（５）横行装置は、トロリを移動させる装置で、電動機

により減速装置を経て横行車輪を駆動する。

ワイヤロープ端末の とその略図の組合せにつ問 ５ 止め方

いて、正しいものは次のうちどれか。

（１）合金止め

（２）クサビ止め

（３）アイスプライス

（４）圧縮止め

（５）クリップ止め



問 ６ クレーンの機械要素に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）全面機械仕上げしたフランジ形固定軸継手は、バ

ランスが良いため、回転の速いところに用いられる。

（２）自在軸継手は、二つの軸が一直線上にある横行の

駆動軸に用いられる。

（３）大きな減速比が必要とされる場合には、複数の歯

車を組み合わせ、一つの箱に収めたギヤーボックス

を用いることが多い。

（４）摩擦接合用高力ボルトは、締付け力による摩擦を

利用するもので、大きな力に耐えられる。

（５）ラジアル軸受は、軸の直角方向の荷重を支える軸

受である。

問 ７ クレーンの作動とそれに対する安全装置の組合せと

して、誤っているものは次のうちどれか。

よる巻過（１）巻上げ …… ねじ形リミットスイッチに

防止装置

よる巻過（２）巻下げ …… 重錘形リミットスイッチに
すい

防止装置

（３）走 行 …… 走行車輪直径の１/２以上の高さの

車輪止め

（４）横 行 …… 横行車輪直径の１/４以上の高さの

車輪止め

傾斜角指示装置（５）起 伏 ……

問 ８ ドラム形電磁ブレーキの点検・確認事項として、誤

っているものは次のうちどれか。

１）電磁石のストロークが、指定範囲内になっている（

こと。

２）ブレーキドラムに異常過熱や条痕がないこと。（
こん

（ ブレーキライニングは、その残り厚さが一定以上３）

であり、切断に至るような損傷がないこと。

４）ブレーキシューは、両側が等しく開き、ブレーキ（

ライニングとブレーキドラムのすき間が適正な値に

なっていること。

５）ブレーキの各ピン周りに給油されていないこと。（
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問 ９ クレーンの運転時の注意事項として、誤っているも

のは次のうちどれか。

（１）天井クレーンでは、巻上げ、横行、走行の３つの

操作を同時には行わない。

（２）無線操作式クレーンの運転では、原則として歩行

しながらの運転はしないこととし、やむを得ず歩行

しながら運転するときは、平坦で安全な通路を決め

て歩行する。

（３）クレーンを運転する際、合図者の合図が不明確な

場合は運転者の判断で運転する。

）運転中に地震を感じたときは、つり荷を速やかに（４

地上に下ろして電源を切る。

（５）荷振れを防止するためには、荷の振れが大きい場

合は追ノッチを大きく、荷の振れが小さい場合は追

ノッチを小さくする。

に関し、次のうち誤問１０ クレーンの給油、点検又は保守

っているものはどれか。

（１）クレーンに使用する潤滑油には、グリースやギヤ

ー油がある。

（２）潤滑油としてギヤー油を用いた減速機箱の場合、

箱内が密封されているので油の交換は不要である。

（３）クレーンの点検は一般に高所作業となるので、安

全帯 を着用する。及び保護帽

（４ 点検作業を開始する前に、点検内容、所要時間等）

を関係者に周知徹底させる。

（５ 点検中のクレーンの近くで他のクレーンを運転す）

るときは、点検中のクレーンへの衝突を防止するた

めの措置が講じられていることを確認する。



〔関係法令〕

問１１ クレーンの製造又は設置に関し、法令上、誤ってい

るものは次のうちどれか。

（１） を製造つり上げ荷重１ｔのスタッカー式クレーン

しようとする者は、原則として、あらかじめ、所轄都

道府県労働局長の製造許可を受けなければならない。

（２）製造許可を受けたクレーンを設置しようとする事

業者(計画届の免除認定を受けているものを除く。)

は、工事開始の日の３０日前までにクレーン設置届

を所轄労働基準監督署長に提出しなければならない。

設置しようと（３）つり上げ荷重１ｔの橋形クレーンを

する事業者(計画届の免除認定を受けているものを

クレーン設置報告書を所除く。)は、あらかじめ、

轄労働基準監督署長に提出しなければならない。

（４）クレーン検査証を有するクレーンを設置している

者に異動があった場合、当該異動後３０日以内に所

轄労働基準監督署長によるクレーン検査証の書替え

を受けなければならない。

（５）クレーン検査証の有効期間は、原則として２年で

あるが、落成検査の結果により２年未満とされるこ

とがある。

クレーンと建設物との間隔、当問１２ 屋内に設置する走行

に関し、法令上、違該クレーンと建設物との間の歩道

反となるものは次のうちどれか。

（１）クレーンガーダに歩道を設けたクレーンについて、

クレーンの最高部(集電装置の部分を除く。)とその

上方にあるはり等との間隔を０.４ｍとしている。

（２）クレーンガーダの歩道の上に、歩道からの高さが

１.５ｍの天がいを設け、歩道とその上方にあるは

り等との間隔を１.７ｍとしている。

（３）クレーンと建設物との間に設ける歩道の幅を、柱

に接する部分を除き０.６ｍとしている。

（４）クレーンと建設物との間に設ける歩道のうち、柱

に接する部分の幅を０.３ｍとしている。

（５）クレーンの運転室の端とその運転室に通ずる歩道

の端との間隔を０.３ｍとしている。
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問１３ クレーンの運転の業務に関し、法令上、誤っている

ものは次のうちどれか。

（１）クレーンの運転の業務に係る特別の教育を受けた

者は、つり上げ荷重４ｔのクレーンの運転の業務に

就くことができる。

（２）床上運転式クレーンに限定したクレーン・デリッ

ク運転士免許を受けた者は、つり上げ荷重５ｔの無

線操作式のクレーンの運転の業務に就くことができる。

（３）床上操作式クレーン運転技能講習を修了した者は、

つり上げ荷重１０ｔの床上操作式クレーンの運転の

業務に就くことができる。

（４）限定なしのクレーン・デリック運転士免許を受け

た者は、つり上げ荷重５ｔの跨線テルハの運転の業
こ

務に就くことができる。

クレーンに限定したクレーン・デリック運転士免（５）

許 機上で運転すを受けた者は、つり上げ荷重５ｔの

のクレーンの運転の業務に就くことができる。る方式

問１４ クレーンの使用に関し、法令上、誤っているものは

次のうちどれか。

（１）クレーンは、原則として、定格荷重をこえる荷重

をかけて使用してはならない。

（２）クレーンの運転者は、荷をつったままで運転位置

を離れてはならない。

（３）作業指揮者の指揮のもとに、ジブクレーンを使用し

て作業するときは、クレーン明細書に記載されている

ジブの傾斜角の範囲をこえて使用することができる。

（４）クレーン検査証を受けたクレーンを用いて作業を

行うときは、当該作業を行う場所に、クレーン検査

証を備え付けておかなければならない。

（５）クレーンの直働式の巻過防止装置は、つり具等の

上面とドラム等の下面との間隔が０.０５ｍ以上に

なるよう調整しておかなければならない。

問１５ クレーンの玉掛用具として、法令上、使用禁止に該

当しないものは次のうちどれか。

エンドレスでないワイヤロープ又はつりチェーン（１）

で、その両端にフック、シャックル、リング又はア

イのいずれも備えていないもの

（２）公称径が２２mmのワイヤロープで、その直径が

２０mmに減少しているもの

（３）著しい腐食があるワイヤロープ

安全係数が３のつりチェーン（４）

（５） ６×２４のワイヤロープで、ワイヤロープ１構成

よりの間に１２本の素線(フィラ線を除く。)が切断

しているもの



問１６ クレーンの合図、 又は搭乗の制限に立入禁止の措置

関し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

動力下降以外の方法によって荷を下降させるとき（１）

つり荷の下に労働者を立ち入らせてはならない。は、

（２）クレーンを用いて作業を行うときは、合図を行う

者を玉掛け作業者の中から運転者が指名しなければ

ならない。

（３）クレーン運転者が単独で作業をするときは、合図

を行う必要はない。

（４）原則として、クレーンにより労働者を運搬し、又

は労働者をつり上げて作業させてはならない。

（５）バキューム式つり具 玉掛けをした荷がつを用いて

つり荷の下に労働者を立り上げられているときは、

ち入らせてはならない。

問１７ クレーン・デリック運転士免許に関し、法令上、誤

っているものは次のうちどれか。

（１） 者は、免許を受けることがで満２０歳に満たない

きない。

（２）免許に係る業務に現に就いている者は、免許証を

滅失したときは、免許証の再交付を受けなければな

らない。

（３）免許証を他人に譲渡又は貸与したときは、免許の

取消し又は６月以下の免許の効力の停止を受けるこ

とがある。

（４）重大な過失により、免許に係る業務について重大

な事故を発生させたときは、免許の取消し又は６月

以下の免許の効力の停止を受けることがある。

（５）免許に係る業務に現に就いている者は、氏名を変

更したときは、免許証の書替えを受けなければなら

ない。

の組立て又は解体の作業を行う問１８ 事業者は、クレーン

作業指揮者を選任して、一定の事項ときは、法令上、

、この一定の事項に含まを行わせなければならないが

れないものは次のうちどれか。

（１）作業の方法を決定すること。

（２）労働者の配置を決定すること。

（３）器具及び工具の機能を点検し、不良品を取り除く

こと。

（４）作業中、安全帯等の使用状況を監視すること。

（５）落成検査の準備をすること。
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問１９ クレーンの自主検査又は に関し、法令上、誤っ点検

ているものは次のうちどれか。

（１）作業開始前の点検においては、ランウェイの上及

びトロリが横行するレールの状態についても、点検

を行わなければならない。

（２）１月以内ごとに１回行う定期自主検査においては、

ワイヤロープ及びチェーンの損傷の有無についても、

検査を行わなければならない。

（３）定期自主検査を行う日後６月以内にクレーン検査

１年証の有効期間が満了するクレーンについては、

を行わなくてもよい。以内ごとに１回行う定期自主検査

（４）定期自主検査又は 、異常作業開始前の点検を行い

を認めたときは、直ちに補修しなければならない。

（５）定期自主検査の結果の記録は、３年間保存しなけ

ればならない。

つり上げ荷重が１０ｔのクレーンについての に問２０ 検査

関し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）使用再開検査における安定度試験は、定格荷重の

１.２７倍の荷重の荷をつって、逸走防止装置を作用

させ、安定に関し最も不利な条件で地切りすること

によって行われる。

（２）性能検査 荷重試験では、定格荷重に相当における

する荷重の荷をつって、つり上げ、走行、旋回、ト

ロリの横行等の作動が定格速度により行われる。

（３）クレーンの脚に変更を加えた者は、 変原則として

更検査を受けなければならない。

（４）変更検査に合格したクレーンについては、クレー

ン検査証に検査期日、変更部分及び検査結果につい

て裏書が行われる。

（５）クレーンのつり上げ機構を変更しようとする事業

者は、原則として、工事開始の日の３０日前までに

クレーン変更届を所轄労働基準監督署長に提出しな

ければならない。



〔原動機及び電気に関する知識〕

問２１ 電気に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）直流は、乾電池やバッテリーから得られるほか、

シリコン整流器等により交流を整流しても得られる。

電流と電圧の大きさ及び方向が、時間の経過に関（２）

係なく一定であるものは直流である。

（３）工場の動力用電源には、一般に２００Ｖ級又は

４００Ｖ級の三相交流が使用されている。

（４）電力を発電所から消費地に送る場合、特別高圧の

交流で送電するため損失が多い。

（５）電力会社から供給される交流電力の周波数は、

おおむね東日本では５０Ｈz、西日本では６０Ｈzで

ある。

電流、抵抗、電圧又は電力に関し、次のうち誤って問２２

いるものはどれか。

（１）抵抗を並列につないだときの合成抵抗の値は、個

々の抵抗の値のどれよりも小さい。

（２）導体の電気抵抗は、同じ物質の場合、長さが２倍

になると半分になり、断面積が２倍になると２倍に

なる。

（３）抵抗に電流が流れたときに発生する熱をジュール

熱という。

（４）抵抗が同じ場合、電流が大きいほど消費電力は大

きくなる。

電流の単位はアンペア(Ａ)、電圧の単位はボルト（５）

(Ｖ)、電力の単位はワット(Ｗ)である。

問２３ 電源の周波数が６０Ｈzで運転したときの同期速度が

７２０rpmの三相誘導電動機がある。この電動機の極数

と、この電動機を５０Ｈzで運転したときの同期速度の

組合せとして、正しいものは次のうちどれか。

（極 数） （同期速度）

（１） ８ ５００rpm

（２） １０ ６００rpm

（３） １０ ７２０rpm

（４） １２ ６００rpm

（５） １２ ７２０rpm
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問２４ クレーンの電動機の付属機器に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

）間接制御器には、カム形制御器やエンコーダー型（１

制御器がある。

）クランクハンドル式の制御器は、操作ハンドルを（２

水平方向に回して操作する構造である。

（３）無線操作用の制御器には、押しボタン式とハンド

ル操作式とがある。

ユニバーサル制御器は、１本の操作ハンドルで縦、（４）

横、斜めに操作することにより、３個の制御器を同

時に又は単独で操作できる構造にしたものである。

（５）抵抗器は、特殊鉄板を打ち抜いたもの又は鋳鉄製

の抵抗体を絶縁ロッドで締め付け、組み立てたもの

である。

問２５ 給電装置に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）すくい上げ式トロリ線給電は、小容量の屋内天井

クレーンに用いられることが多い。

）キャブタイヤケーブル給電は、充電部が露出して（２

いる部分が多いので、感電の危険性が大きい。

トロリ線は、碍子などの絶縁物を介して支持され（３）
がい し

たり建家に取り付けられる。

（４）絶縁トロリ線方式の給電は、裸のトロリ線方式に

比べ安全性が高い。

スリップリングの機構には、集電ブラシがリング（５）

面上をしゅう動して集電するものがある。



問２６ 電動機の制御に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）直接制御は、電動機の主回路を制御器の内部接点

で直接開閉する方式で、間接制御に比べ、制御器の

ハンドル操作が重く、運転者の疲労が大きい。

（２）間接制御は、電動機の主回路に挿入した電磁接触

器が主回路の開閉を行い、制御器はその電磁接触器

の電磁コイル回路を開閉する方式である。

（３）半間接制御は、巻線形三相誘導電動機の一次側を

直接制御器で制御し、二次側を電磁接触器で制御す

る方式である。

（４）間接制御は、直接制御に比べ、制御器は小型軽量

であるが、設備費が高い。

（５）操作用制御器の第１ノッチとして設けられるコー

スチングノッチは、停止時の衝撃や荷振れを防ぐの

に有効なノッチである。

問２７ に関し、次のうち誤っている電動機の速度制御方式

ものはどれか。

（１）巻線形三相誘導電動機の起動は、固定子の巻線に

接続した抵抗を順次短絡することにより起動電流を

適当な値に制限しながら行う。

）直流電動機のワードレオナード制御は、負荷に適（２

した速度特性が自由に得られるが、設備費が極めて

高い。

（３）かご形三相誘導電動機の ー イインバータ 制御は、

ンバーター装置を利用して電動機電源の周波数や電

制御圧を変換し、速度制御を行うもので、ＶＶＶＦ

とも呼ばれる。

（４）かご形三相誘導電動機では、極数変換により速度

制御を行う場合は、速度比２：１の二巻線が多く用

いられる。

（５）巻線形三相誘導電動機のサイリスター一次電圧制

御は、電動機の一次側に加える電圧を変えると、同

じ負荷に対して回転数が変わる性質を利用したもの

である。
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電気の導体、絶縁体 スパークに関し、次のうち問２８ 又は

誤っているものはどれか。

（１）アルミニウム、銅及びニクロム線は、電気の導体

である。

（２）黒鉛、シリコン及びセラミックは、電気の絶縁体

である。

（３）絶縁抵抗は、メガーを用いて測定する。

（４）電動機のスリップリングとブラシの間のしゅう動

面は、汚れたり、荒れたりしているとスパークが発

生しやすい。

（５）スパークにより火花となって飛んだ粉は、絶縁体

を劣化させて、漏電や短絡の原因にもなる。

問２９ 電気機器の故障の原因について、誤っているものは

次のうちどれか。

（１）電動機がうなるが起動しない場合の原因の一つと

して、ブレーキが開放しないことがあげられる。

（２）電動機が振動する場合の原因の一つとして、締付

けボルトに緩みがあることがあげられる。
ゆる

（３）集電装置に激しい火花が発生する場合の原因の一

つとして、トロリ線にうねりがあることがあげられる。

（４）電動機が起動した後、回転数が上がらない場合の

原因の一つとして、電源側（一次側）の配線が断線

していることがあげられる。

（５）過電流継電器が作動する場合の原因の一つとして、

ことがあげられる。インチング運転の頻度が大きい

感電災害及びその防止に関し、次のうち誤っている問３０

ものはどれか。

（１）１００Ｖ以下の低圧であっても、感電によって人

体を流れる電流が大きいと死亡することがある。

クレーンの電気回路を点検する場合は、電源スイ（２）

ッチを切り、スイッチ箱の施錠や などの表通電禁止

示を行う。

（３）電気火傷は皮膚の深部まで及ぶことはないが、皮

膚表面の火傷が極めて大きくなる。

（４）感電を防止するため、電気機器の外被から導線を

用いて大地につなぐことを接地という。

（５）感電した者の救出は、電源スイッチを切るなどに

よりその者を電気回路から切り離してから行う。



（次の科目の免除者は、問３１～問４０は解答しないこと。）

〔クレーンの運転のために必要な力学に関する知識〕

問３１ 力に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）力の大きさ、力の向き、力の作用点を力の三要素

という。

（２）二つの力が一直線上に作用するときは、その合力

の大きさは、それらの力の大きさの積で求められる。

（３）物体の一点に二つ以上の力が働いているとき、そ

の二つ以上の力をそれと同じ効果をもつ一つの力に

まとめることができる。

（４）作用と反作用とは、同じ直線上で作用し、大きさ

が等しく、向きが反対である。

（５） モーメントの大きさは、力の大きさが同じで力の

あれば腕の長さに比例する。

問３２ 図のような「てこ」を使用して、質量６０kgの荷を

持ち上げたとき、これを支えるために必要な力Ｆは次

のうちどれか。

ただし、 「てこ」重力の加速度は９.８ｍ/ｓ とし、２

の質量は考えないものとする。

（１） １５Ｎ

（２） １５kＮ

（３）１９６Ｎ

（４）１９６kＮ

（５）２９４Ｎ

６０kg

０.５ｍ
２.０ｍ

Ｆ
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問３３ 質量又は比重に関し、次のうち誤っているも物体の

のはどれか。

（１）鉛１ｍ の質量は、コンクリート１ｍ の質量の３３ ３

倍である。

物体の体積をＶ、その物体の単位体積当たりの質（２）

量をｄとすれば、その物体の質量Ｗは、Ｗ＝Ｖ×ｄ

で求められる。

（３）鋼の比重は、およそ７.８である。

（４）形状が立方体で材質が同じ物体では、各辺の長さ

が２倍になると質量は８倍になる。

（５）アルミニウム１ｍ の質量と水２.７ｍ の質量は３ ３

ほぼ同じである。

問３４ 物体の安定に関 誤っているものはどれか。し、次のうち

静止している物体に手で力を加えて少し傾け、手（１）

を離したとき、その物体が元の位置に戻ろうとする

場合、その物体は安定な状態という。

安定な状態にある物体であっても、すわりが良い（２）

状態とすわりが悪い状態とがある。

（３）物体を床面上に置いた場合、一般に、重心が低く

なるように置いたときほど安定性が良い。

（４）直方体の物体の置き方を変える場合、物体の底面

積が小さくなると安定性は悪くなる。

（５）物体を少し傾けた場合に、重心を通る鉛直線が物

体の底面 物体は倒れない。より外側にあれば、

クレーンのジブが作業半径３０ｍで２分間に１回転問３５

するとき、このジブ先端のおよその は、次のうち速さ

どれか。

（１）１.３ｍ/ｓ

（２）１.６ｍ/ｓ

（３）１.８ｍ/ｓ

（４）２.２ｍ/ｓ

（５）３.１ｍ/ｓ



図のように、水平な床面に置いた質量１００kgの物問３６

体を床面に沿って引っ張るとき、動きはじめる直前の

およその力Ｆは次のうちどれか。

ただし、接触面の静止摩擦係数は、０.４とする。

１００kg Ｆ

（１） ４０Ｎ

（２） ５０Ｎ

（３） ９８Ｎ

（４）３９２Ｎ

（５）４９０Ｎ

問３７ 荷重に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）クレーンの巻上げドラムの軸には、 ね曲げ荷重と

じり荷重がかかる。

（２）クレーンのシーブを通る巻上げ用ワイヤロープに

は、引張荷重と がかかる。曲げ荷重

か（３）クレーンのフックには、引張荷重と曲げ荷重が

。かる

（４）材料を押し縮めるように働く荷重をせん断荷重と

いう。

（５）一箇所又は非常に狭い面積に作用する荷重を集中

荷重という。

問３８ ５０mm×８０mmの長方形断面の角材に８kＮの引張

荷重が作用するときの引張応力は、次のうちどれか。
２（１） １Ｎ/mm
２（２） ２Ｎ/mm
２（３） ４Ｎ/mm
２（４） ８Ｎ/mm
２（５）１６Ｎ/mm
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問３９ 図のように質量３０ｔの荷を、４本の玉掛け用ワイ

ヤロープを用いてつり角度６０°でつるとき、使用する

ことができる最小径のワイヤロープは、次のうちどれか。

ただし、４本のワイヤロープには均等に荷重がかか

るものとし、また、ワイヤロープの切断荷重は、それ

ぞれに記載したとおりとする。

６０°

３０ｔ

ワイヤロープ 切断荷重
の直径（mm） (kＮ)

（１）２８ ３５９

（２）３０ ４１２

（３）３２ ４６９

５９３（４）３６

７３２（５）４０

問４０ 図のように一体となっている滑車Ａ及びＢがあり、

Ａに質量５ｔの荷をかけたとき、この荷を支えるため

に必要なＢにかける力Ｆは次のうちどれか。

ただし、重力の加速度は９.８ｍ/ｓ とし、ワイヤ２

ロープの質量と摩擦は考えないものとする。

７０cm

４０ mc

Ａ Ｂ

Ｆ

５ｔ

（１）２０kＮ

（２）２４kＮ

（３）２８kＮ

（４）３２kＮ

（５）３６kＮ

（終 り）


